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１．概要 

新たな元号となった令和元年度は、日常生活圏域での住民主体の支え合い・助け合い活

動について協議を進める一方で、既存事業の整理や補助金の見直しなども行い、各種事業

の充実強化を図るとともに地域共生社会の実現に向けた取り組みを進めました。 

社協の活動指針となる地域福祉活動計画においては、４年目を迎えた「第４次地域福祉

活動計画」の事業の進捗状況や目標の達成状況等を確認するとともに、令和３年度からの

「第５次地域福祉活動計画」策定に向けての準備を進めました。 

また、各地で発生した豪雨災害等の被災地に職員を派遣して支援を行ったことにより、

日常的な地域の「つながり」の重要性を改めて実感し、福祉を軸にした地域づくりの大切

さを再認識することができました。 

以下、令和元年度事業計画における重点目標を中心に事業執行状況を報告いたします。 

 

 ＜令和元年度の重点目標＞ 

 １．結婚相談縁結び支援事業（ハッピネスＦｕｊｉ）の充実 

 ２．生活困窮者自立支援事業の充実強化 

 ３．成年後見支援センターの機能充実と市民後見人への支援・監督業務の強化 

 ４．生活介護事業所吉原つくしの移転新築計画の推進 

 ５．行政との関係強化と社協法人設立５０周年記念事業の推進 

 

１．結婚相談縁結び支援事業（ハッピネスＦｕｊｉ）の充実 

 本会が、昭和４９年から取り組み始め、市の委託事業となり３年目を迎えた本事業は、

本年度の結婚成立件数が１１組と前年度の３組から大幅に増加し、「マッチング支援シス

テム」の導入や相談日時・場所・体制など機能を強化したことに対する一定の成果を出す

ことができました。 

 また、日中仕事で来所できない方のために夏季の一部は夕方に相談を行うなど会員の利

便性向上のための取組みを行うとともに、パーティー形式の相談についても、毎年行う

「ハッピネスＦｕｊｉ会員」限定の「出会いふれあいパーティー」の開催に加え、本年度

は本事業と沼津市公認婚活サポーター「縁結び隊」との協働事業として、両会員向けの

「しあわせＳｗｅｅｔ出逢いパーティー」を沼津市で開催し、広域的に新たな登録者の獲

得と良縁の提供を行いました。 

 

２．生活困窮者自立支援事業の充実強化 

 「くらし・しごと相談窓口」として生活に困窮されている方の支援を行う生活困窮者自

立支援事業につきましては、本年度から新たに「住居確保給付金」事務を市より受託し、

生活の基盤となる住居を確保するための支援に取り組みました。また、職員を市の生活支

援課に派遣することで、関係各課や生活保護との連携を強化し、相談業務の充実強化を図

りました。 

令和２年度に向けては、市のユニバーサル就労支援センターの再編に伴い、本事業の委

託業者を決定するプロポーザルに株式会社東海道シグマと共同事業体として臨み、令和４

年度までの３年間の受託契約が決定しました。 
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３．成年後見支援センターの機能充実と市民後見人への支援・監督業務の強化 

 市民後見人の名簿登録者については、第３期生の養成研修修了者６名とこれまでの終了

者と併せて３５名となりました。現在、市民後見人個人受任を目指して継続研修及び日常

生活自立支援事業の生活支援員として研鑽を重ねています。 

そうした中、令和元年度は新たに２名が市民後見人として家庭裁判所の選任を受け、計

４名の市民後見人が活動中です。家庭裁判所から、社協の法人後見及び市民後見人監督業

務が認識されてきたものと感じています。 

また、将来国が目指す地域権利擁護支援のネットワークづくりと成年後見制度の利用者

がメリットを感じられるような受任調整機能の在り方について検討を行いました。 

 

４．生活介護事業所吉原つくしの移転新築計画の推進 

 生活介護事業所吉原つくしの広見地区への移転新築計画については、７月に国から補助

金採択の内示を受け、９月に建設工事に着工しました。その後も順調に進み、２月２８日

には施設の引渡しを受けました。新たな名称を「オリーブの丘」に決定し、利用定員は２

０名に増員。「ゆったり 楽しく 自分らしく」をモットーに、利用者が心地よくゆった

り過ごしていただけるよう施設運営を進めてまいります。  

 

５．行政との関係強化と社協法人設立５０周年記念事業の推進 

 本年度も行政との円滑な関係を継続するため、市福祉こども部・保健部との懇談会や、 

市長・副市長、市議会議長・文教民生委員との懇談会を実施し、社協の現状を共有いただ

く中で、行政・市議会との関係強化を図りました。また、関係課との協議のもと、本年度

受託事業の契約内容の見直しを行ったことから、事業の適正化を進めることが出来ました。 

 また、令和２年の法人設立５０周年に向けては、実行委員会を４回開催し記念誌や記念

式典の準備を進めました。さらに記念事業のシンボルマークや福祉の標語を公募の上で本

報告書の表紙記載の通り制定し、様々な場面で活用することで気運の醸成を行いました。 

 

その他、重点目標以外については、財政部会による本会補助金交付団体へのヒアリング

を実施し、活動内容や予算執行状況を確認することにより補助金の適正化を図りました。 

13T市より指定管理を受けている社会福祉センターでは、特に 13T交通の便が悪い東部市民

プラザにおいて、８月より本会障害者就労支援事業所まつぼっくりの送迎車両を活用した

送迎サービスを開始し、利用の促進を図りました。 

平成３０年度から取り組んでまいりましたＢＣＰ（事業継続計画）策定につきましては、

各部署ごとの計画策定が完了しました。今後は感染症対策なども踏まえ、より精度の高い

計画となるよう訓練や研修などを通して検証してまいります。 

 また、介護サービス事業においては、富士川デイサービスセンターにおいて利用者の健

康増進や機能回復などの充実を図るため、体組成計測の新たな機器を導入し活用を始めま

した。 

 さらに、３月２５日からは新型コロナウイルス感染症による休業や失業等により、収入

が減少した世帯を対象として、その生活を支援するための緊急小口資金等の特例貸付を開

始しました。 

 ２月後半以降は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会議や講座等中止した事業

もありましたが、令和元年度の諸事業は、概ね順調な事業執行となりました。 
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２．会議開催状況 

１．理事会 

 場  所 A会 議 事 項               E 

第１回 

R1. 6.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

R1. 6.25 

 

 

 

第３回 

R1. 8.23 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ふくし体験室 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

議第１号 平成３０年度事業報告について 

議第２号 平成３０年度決算について 

（監事監査報告について） 

議第３号 令和元年度補正予算について（第１号） 

議第４号 役員選任候補者の推薦について 

議第５号 定時評議員会の招集について 

〇第２回理事会の招集手続きについて 

〇吉原つくし生活介護移転建設について 

〇社会福祉大会の社協会長表彰・感謝状対象の改正につい 

て 

〇苦情解決第三者委員について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇社会福祉協議会会費依頼について 

 

議第６号 会長、副会長及び常務理事の選定について 

〇成年後見等審査委員について 

〇補助団体へのヒアリングにかかる財政部員の指名につい 

て 

 

報第１号 会長及び常務理事職務執行状況報告 

議第７号 令和元年度富士市社会福祉協議会会長表彰及び 

感謝状贈呈候補者について 

議第８号 吉原つくし生活介護事業所の移転に伴う、建設 

費用の借入について 

議第９号 評議員選任候補者の推薦について 

議第10号 評議員選任委員会の招集について 

〇令和元年度敬老会について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇平成３０年度苦情概要について 

〇令和２年度採用正規職員の募集について 

〇社会福祉協議会会費収納状況について（中間報告） 

〇第３９回市民福祉まつりについて 
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 場  所 A会 議 事 項               E 

第４回 

R1.11.22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回 

R2. 1.24 

 

 

 

 

 

 

 

第６回 

R2. 3.17 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

報第２号 令和元年度上半期事業会計監査実施報告 

報第３号 財政部会答申について 

議第14号 令和元年度補正予算について（第２号） 

議第15号 評議員会の招集について 

〇令和元年度歳末たすけあい運動について 

〇吉原つくし生活介護移転建設計画の進捗状況について 

〇令和２年度採用職員の募集結果について 

〇被災地支援に伴う職員派遣について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇社会福祉協議会会費収納状況について 

〇赤い羽根共同募金収納状況について（中間報告） 

〇市民福祉まつり、社会福祉大会の報告について 

 

報第４号 会長及び常務理事職務執行状況報告 

議第16号 評議員選任候補者の推薦について 

議第17号 評議員選任委員会の招集について 

〇次年度の生きがい・健康づくりデイサービスについて 

〇赤い羽根共同募金収納状況について 

〇歳末たすけあい運動募金収納状況及び配分結果について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇第５次地域福祉活動計画策定スケジュールについて 

 

報第５号 専決処分の承認を求めることについて（社会福祉

法人富士市社会福祉協議会給与規程等の一部を改正

する規程の制定） 

報第６号 会計業務点検実施結果報告について 

議第18号 令和元年度補正予算について（第３号） 

議第19号 社会福祉法人富士市社会福祉協議会給与規程等の

一部を改正する規程の制定について 

議第20号 社会福祉法人富士市社会福祉協議会経理規程の一

部を改正する規程の制定について 

議第21号 社会福祉法人富士市社会福祉協議会障害サービス

室組織規程の一部を改正する規程の制定について 

議第22号 令和２年度事業計画について 

議第23号 令和２年度予算について 

議第24号 評議員会への提案について 

〇生活介護事業所オリーブの丘開所について 

〇社協ＢＣＰ(事業継続計画)の策定について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇新型コロナウイルス感染拡大予防への対応について 
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２．評議員会 

 場  所 A会 議 事 項               E 

定時 

（第１回） 

R1. 6.25 

 

 

 

 

 

第２回 

 R1.12.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第３回） 

R2. 3.26 

決議 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（書面決議） 

議第１号 平成３０年度事業報告について 

議第２号 平成３０年度決算について 

（監事監査報告について） 

議第３号 令和元年度補正予算について（第１号） 

議第４号 役員の選任について 

〇吉原つくし生活介護移転建設について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

 

報第１号 令和元年度上半期事業会計監査実施報告 

議第５号 令和元年度補正予算について（第２号） 

〇吉原つくし生活介護移転建設計画の進捗状況について 

〇令和２年度採用職員の募集結果について 

〇被災地支援に伴う職員派遣について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇社会福祉協議会会費収納状況について 

〇赤い羽根共同募金収納状況について（中間報告） 

〇令和元年度歳末たすけあい運動について 

〇市民福祉まつり、社会福祉大会の報告について 

 

議第６号 令和元年度補正予算について（第３号） 

議第７号 令和２年度事業計画について 

議第８号 令和２年度予算について 

※以上、新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面によ

り決議 

 

報第２号：会計業務点検実施結果報告について 

〇生活介護事業所オリーブの丘開所について 

〇社協法人設立５０周年記念事業の進捗について 

〇第５次地域福祉活動計画策定スケジュールについて 

〇次年度の生きがい・健康づくりデイサービスについて 

〇社協活動報告     

〇社協事務分担表 
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３．評議員選任委員会 

 場  所 A会 議 事 項               E 

第１回 

R1. 9.19 

 

第２回 

R2. 2.26 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

議第１号 評議員の選任について 

 

 

議第２号 評議員の選任について 

 

４．監 査 

 場  所 A会 議 事 項               E 

 R1. 5.30 

 

 

 R1.11.11 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

〇平成３０年度決算 会計及び業務監査 

 

 

〇令和元年度上半期 会計及び業務監査 

 

５．財政部会 

 場  所 A会 議 事 項               E 

第１回 

R1. 7.29 

 

 

第２回 

R1. 9.25 

 

第３回 

R1.10. 3 

 

第４回 

R1.11.13 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

〇社協の財政状況について 

〇補助金の交付状況について 

〇補助金審査について 

 

〇補助団体ヒアリング審査（８団体） 

 

 

〇補助団体ヒアリング審査（６団体） 

 

 

〇答申案協議 

 

６．共同募金委員会 

 場  所 A会 議 事 項               E 

 R1. 8.23 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ 

〇令和元年度赤い羽根募金実施計画について 

〇令和元年度歳末たすけあい運動実施計画について 

〇街頭募金について 
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７．苦情解決第三者委員会 

 

８．正副会長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 場  所 A会 議 事 項               E 

 R1. 8. 1 ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

〇令和元年度苦情解決体制について 

〇平成３０年度の苦情等の事例報告 

 場  所 A会 議 事 項               E 

第１回 

R1. 6. 4 

 

第２回 

R1. 8.20 

 

第３回 

 R1.11.19 

 

第４回 

 R2. 1.21 

 

第５回 

 R2. 3.12 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

介護相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

 

ﾌｨﾗﾝｾ東館 

社協相談室 

○第１回理事会について 

○６月会議日程について 

 

○第３回理事会について 

○８月から１２月の会議日程について 

 

〇第４回理事会について 

〇１１月以降の会議日程について 

 

〇第５回理事会について 

〇２月以降の会議日程について 

 

〇第６回理事会について 

〇４月以降の会議日程について 
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３．事業実施状況 

【広報啓発事業】 

（１）富士市社会福祉大会 

    社会福祉関係者の表彰及び記念講演等をロゼシアターで開催した。 

     ・開 催 日  １１月７日（木） 

       ・開催場所  ロゼシアター  中ホール 

       ・参加人員  約５００人 

      ・内  容    表彰式 被表彰対象者 １２２人 

      ・活動発表  「富士市障害者就労機能パワーアップ事業の取り組み」 

発表者  ＮＰＯ法人 富士市手をつなぐ育成会 

                          パワーアップ事業部 保坂真理さん 

・講  演   「夢に向かって」 

             講師   ゴールボール女子日本代表  

                 ロンドンパラリンピック金メダリスト 

安達阿記子さん 
 
 

 

 

 

 

 

 

福祉大会 表彰式                               福祉大会 講演 

 

（２）社協の広報活動 

市民に広く社協への理解をいただくため、また、事業等で社協を活用していただ

くため、全戸に広報紙「お元気ですか」を配布すると共に、ウェブサイトの充実を

図り、さらに市内のコミュニティーエフエム（ラジオエフ）の放送に社協役職員や

ボランティアが出演、また、社協への寄附や事業実施時等に報道メディアへの情報

提供を積極的に実施するなど、様々な広報啓発活動を行った。 

①広報紙『お元気ですか』の発行 

        会員である市民に対し、読みやすく分かりやすい福祉情報を発信すると共に、社

協への理解を高めるために年４回発行した。 
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・６／２０号  社協事業の紹介 他 

    ・９／２０号  夏休み福祉なんでも学習・福祉教育 他 

    ・新 年 号  法人設立５０周年 他 

    ・３／２０号  災害ボランティアの取り組み 他 

広告協賛企業（敬称略） 

ロゼ にじいろクリニック(医療法人財団新六会)  ４回 

小松クリニック(医療法人社団青葉会)       ４回 

介護老人保健施設ききょうの郷 

（湖山医療福祉グループ）  １回 

癒しエステサロンＲｉｒｉｙａ          １回 

 

②ラジオエフの活用 

    月１回（最終水曜日）放送の「はぁとふるトーク」に役職員、地域住民、ボラン

ティア等が年間１２回出演し、社協事業のＰＲに努めた。また、災害時の連携を視

野に入れた防災パートーナースポットＣＭを毎月１回実施。その他、随時社協事業

の広報媒体として協力を求め活用をした。 
 

③ウェブサイトの充実 

  ＩＣＴ（情報伝達技術）時代に応じた見やすいサイトを追求するとともに、わか

りやすい福祉情報の発信に努めた。また、速報性の高い情報に関しては随時更新を

行った。 

 

④報道メディアへの情報提供を通じた事業等の周知 

    報道メディアに社協や福祉推進会等の事業及び社協への寄附等の情報を積極的に

提供し、紙面や報道を通じて事業等の周知を行った。 

 

（５）第３９回市民福祉まつりの開催 

    ノーマライゼーションの理念に基づき、あらゆる人が気軽に心地よくふれあう場

を創出し、福祉への理解を深め、共に生きるまちづくりをすすめることを目的に開

催した。当会は、このまつりの実行委員会の事務局を担っている。                

    テーマ：であい ふれあい わかちあい 

    ・日 時  １０月２０日（日） 午前９時３０分～午後３時００分 

       ・場 所  中央公園西側イベント広場 

       ・参加者  約２５,０００人 
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・内 容  ステージ部門 福祉施設などの音楽､劇､ダンスの披露 

                   福 祉 部 門  障がいの理解を深める福祉体験と来場者サポート 

                   バザー部 門  福祉施設や各種団体による模擬店及びバザー 

                   子ども部 門  ゲーム、紙芝居などで、みんなで楽しくふれあう場 

                   啓 発 部 門 介護関連商品の展示及び体験など福祉情報の発信 

                   総 務 部 門 まつり本部運営や駐車場、交通案内、警備等の連絡 

調整 

       ・主 催  市民福祉まつり実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉まつり ステージ発表           福祉まつり 来場者サポート 

 

【地域福祉推進事業】 

（１）地区福祉推進会 

①地区福祉推進会の活動支援 

    「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指し、市内２６地区の「地

区福祉推進会」ごと担当職員を配置し、その地区に必要な資源開発・育成を行い、

支え合い助け合いのまちづくりを地域住民の皆さんと共に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

元吉原地区 親子ふれあい交流会            須津地区 シルバーウィークふれあい訪問 
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各地区活動状況 

地区名 発足年度 主  な  事  業 

A富 士 南     E A昭 和 6 3 年      E A地 域 見 守 り 活 動          E A学校行事への協力          E A高齢者お楽しみ会          E 

A富士見台     E A平 成 元 年      E Aぼらんてぃあスクール          E Aふ る さ と 伝 承          E Aふ れ あ い 交 流 会          E 

A今 泉     E 〃 A高齢者見守り活動          E A中 学 生 福 祉 体 験          E A顔の見える関係づくり          E 

A吉 永     E 〃 Aひ と こ え 会          E A愛 の 家 庭 訪 問          E Aふれあい歌声喫茶          E 

A天 間     E A平 成 ２ 年      E Aふ れ あ い 昼 食 会          E A住 民 福 祉 講 座          E A七五三奉納相撲大会          E 

A須 津     E A平 成 ３ 年      E Aホットひといき広場          E シルバーウィークふれあい訪問 Aふ れ あ い 昼 食 会          E 

A岩 松     E A平 成 ４ 年      E A高齢者等支援事業          E Aか り が ね ま つ り          E サロンへの支援活動 

A富士駅南     E A平 成 ６ 年      E A福祉フェスティバル          E A住民福祉ネットワーク          E Aボランティアサポート          E 

丘 A平 成 ７ 年      E A七 夕 ま つ り          E A高齢者おせち配食          E A福 祉 講 座          E 

A浮 島     E A平 成 ８ 年      E Aふ れ あ い 交 流 会          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E A愛 の 声 か け 訪 問          E 

A原 田     E 〃 Aバ ン ク 仕 事 体 験          E Aふ れ あ い 配 食          E Aサ ロ ン 交 流 会          E 

A元 吉 原     E A平 成 ９ 年      E Aふ れ あ い 配 食          E A親子ふれあい交流事業          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E 

A鷹 岡     E A平 成 1 0 年      E A三 世 代 交 流 会          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E A福 祉 講 演 会          E 

A伝 法     E 〃 A中 学 生 福 祉 体 験          E Aふ れ あ い 交 流 会          E Aふ れ あ い 配 食          E 

A富士駅北     E 〃 Aふ れ あ い の 集 い          E A障がい者との交流事業          E A福 祉 講 演 会          E 

A吉 原     E A平 成 1 2 年      E Aふ れ あ い 昼 食 会          E Aふ れ あ い 交 流 会          E A絵 手 紙 慰 問          E 

A田 子 浦     E 〃 Aふ れ あ い 配 食          E A住 民 福 祉 講 座          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E 

A岩 松 北     E A平 成 1 3 年      E A梅まつり福祉バス運行          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E 放課後児童クラブとの交流 

A青 葉 台     E 〃 A防 災 グ ッ ズ 配 布          E Aうたごえサロンつぼみ          E Aｸ ﾘ ｰ ﾝ ＆ ｳ ｵ ｯ ﾁ ｬ ｰ          E 

A神 戸     E 〃 Aふ れ あ い 交 流          E Aホッともっと広場          E A神 戸 福 祉 寄 席          E 

A広 見     E A平 成 1 4 年      E A福祉フェスティバル          E Aサ ロ ン 交 流 会          E Aふ れ あ い 昼 食 会          E 

A吉 永 北     E A平 成 1 5 年      E Aふ れ あ い 配 食          E Aふ れ あ い 訪 問          E A昔 あ そ び 体 験          E 

A富 士 北     E A平 成 1 6 年      E Aこ え か け ネ ッ ト          E Aふ れ あ い 配 食 会          E A福 祉 講 演 会          E 

A大 淵     E  〃 Aこ え か け 運 動          E  Aあ い さ つ 運 動          E  Aふ れ あ い 配 食          E  

A富 士 川     E A平 成 2 1 年      E 富士川一中地域交流体験 Aサ ロ ン へ の 支 援          E Aセキュリティシステム          E 

A松 野     E 〃 A福 祉 委 員 研 修 会          E 男 の 料 理 教 室 A健康運動推進講座          E 

 

②地区福祉推進会連絡会の活動支援 

      各地区福祉推進会の事業活性化のために情報交換を行った。富士市内における実

践報告をもとに地区の課題や今後取り組んでいきたいことについて、ブロックごと

の話し合い等を行った。また、第５次地域福祉活動計画および地区版地域福祉活動

計画の策定に向けての説明を行うため臨時会議を開催した。 
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＜正副会長会議＞ 

      ５月１３日（月） 令和元年度の事業・研修会について 

      ９月２５日（水） 生活支援体制整備事業講演会について 

               第５次地域福祉活動計画の策定に向けて 

           １月２９日（水）  生活支援体制整備事業講演会の振り返り 

令和２年度以降の生活支援体制整備事業の動きについて 

＜全体事業＞ 

      ６月１０日（月） 富士市地区福祉推進会連絡会 

                事業報告及び事業計画 

                実践報告「中野台草取りクラブの活動紹介」 

                 中野台草取りクラブ 連絡役 大滝 修 氏 

１２月 ９日（月） 生活支援体制整備事業講演会に参加 

＜臨時会議＞ 

      ２月２５日（火） 第５次地域福祉計画および第５次地域福祉活動計画に関

する説明 

  

③見守り・生活支援活動の実施（小地域福祉ネットワーク事業） 

    各地区及び各地域の中で、要援護者に対し見守り活動を展開し、安否を確認した。

＜富士南地区＞   小中学生を見守る毎日の防犯パトロールを実施 

     ＜吉永地区＞     近隣の方（ひとこえ会）が日常的な安否確認を実施 

     ＜岩松地区＞     近隣の方（みまもり隊）が日常的なこえかけを実施 

＜富士駅南地区＞ 住民福祉ネットワークで高齢者宅を誕生月等に訪問 

             「地域支え合いマップ」の作成 

＜富士駅北地区＞ 近隣の方（見守り協力者）が日常的な安否確認を実施 

＜富士北地区＞   近隣の方（こえかけﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）が日常的なこえかけを実施 

    ＜大淵地区＞    回覧版を手渡しで行い、安否確認を実施 

             生活上の困りごと対応 「城山町お助け隊」支援 

＜原田地区＞   地区民生委員と推進会委員で見守りが必要な世帯に 

          年１回訪問。その後は、推進会委員による見守りを実施。 

          地区定例会ごとに状況報告を行っている。 
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（２）ふれあい・いきいきサロンの推進 

ふれあい・いきいきサロンは、日常生活の基盤である地域社会において、高齢者

や障がい者の孤独感等の解消並び介護予防を目的とした組織。ふれあい・いきいき

サロンを地域住民が自主的・自発的に取り組み、地域にとけ込んだふれあいと見守

りの場となりえるよう支援した。 

    ・対 象   家に閉じこもりがちな高齢者・障がい者等 

      ・利用料     無料 

      ・開設数   １６４カ所 （３月３１日現在、休止中を除く） 

      ・サロンボランティア研修会  

市内全サロンを対象とし、講師に「静岡県レクリエーション協会理事長 瀧

康秀氏」氏を招き、持ち帰って実践できるレクリエーションや軽運動に関する

サロンボランティア育成研修を行った。 

      開催日  １０月２８日（月） 

       場 所  フィランセ 

       参加者  ９１人 
【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

①サロン開設数      １９５ヶ所 

     ②モデル地区への支援     ２ヶ所 

【実績】 

①サロン開設数      １６４ヶ所 

今年度については各サロンへの情報提供に力を入れ、企業の社会貢献活動

に繋げる形での情報提供を計４回行った。 

 

（３）こども食堂への補助 

    子どもたちが放課後等に食事や学習、地域交流を通じて安心して過ごせる居場所

であるこども食堂への助成を行い、子どもを孤立させない地域づくりを支援した。 

    ・助成先  ２件  こども食堂富士見台 

              ＮＰＯ法人ゆめ・まち・ねっと ０円食堂 

 

（４）さわやかコール事業 

    ひとり暮らし高齢者の安否確認を目的に、民生委員児童委員を通じて申し込みを

おこない、委託先の方がひと声かけながら乳酸菌飲料（ヤクルト）を宅配するサー

ビスを実施。声かけ時に応答がないなど安否が確認できなかった際には、担当の民

生委員児童委員や緊急連絡先等に確認をしたほか、必要に応じて職員が訪問し安否

確認を行った。 
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    ・委託先   中央静岡ヤクルト販売㈱ 

    ・訪問日   週３回が基本 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

     ①利用者数（月平均）   ４９５名 

     ②関係機関との連携強化 

   【実績】 

①利用者数（月平均）   ４６４名 

②包括支援センターと民生委員の連携によって新規申請に至ったケースが４件。 

      ヤクルトと民生委員間での見守り情報共有も密に行われ、利用者の状況に合

わせた変更連絡も円滑に行われている。 

 

（５）地域活動団体への助成 

       ・地域福祉活動費（町内会）                  ２，６１２，９００円 

       ・民生委員児童委員活動実費弁償費              ４２９，０００円 

  ・民生委員児童委員協議会活動費助成         ３００，０００円 

・女性ネットワーク富士活動費助成                 １００，０００円 

・人権擁護委員会助成                   ７０，０００円 

 

（６）地域福祉活動計画の進捗評価 

第４次地域福祉活動計画について、全ての事業に渡り、平成３０年度まで

の評価検証を実施した。併せて、第５次地域福祉活動計画の策定に向けて、

行政等関係機関との連携を行った。 

 

【生活支援体制整備事業】 

（１）第１層生活支援コーディネーター業務の推進 

    生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的に、富士市より※第

１層コーディネーター業務を受託し、市全域で支え合い・助け合い活動が広がるよ

う基盤整備と関係機関ネットワークの構築などを行った。また、生活支援体制の深

化のため、市民向け講演会を開催した。 

    ・第１層協議体会議 

      ６月２６日（水） 講演会アンケート結果、今年度の市民向け啓発事業 

１０月 １日（火） 生活・介護支援サポーターの地域展開についてグループ

ワーク 

      １月２０日（月） 買い物支援への取り組みについて 
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・生活支援コーディネーター連絡会 

      ６月１７日（月） 各地区の活動報告、生活・介護支援サポーターの地域展

開について 

      ９月２４日（火） 各地区の活動報告、生活・介護支援サポーターの地域展

開について 

     １２月２４日（火） 各地区の目標達成に向けた状況確認、生活・介護支援サ

ポーターの地域展開について 

    ・生活支援体制整備事業講演会の開催 

     １２月 ９日（月） 基調講演「できることを考えよう！さらに地域の絆を深

めるために！」 

               講師   全国コミュニティライフサポートセンター 

理事長 池田 昌弘 氏 

               参加者  １１２名 

※第１層生活支援コーディネーターとは、富士市域全域の福祉活動団体を組織化

し、支援を必要としている人への働きかけや、助け合い組織立ち上げ支援、行

政への働きかけ、施策提言をおこなう人 

 

（２）地域包括ケア体制の構築に向けた地域支援 

    生活支援・介護予防に関する地域支援や地域住民主体の支え合い・助け合いがあ

ふれるまちづくりのため、※第２層生活支援コーディネーターと協働し各地区担当

職員も地域資源の育成・活動支援を行った。 

    ・各地区地域ケア会議、個別ケア会議への参加 

     ※第２層生活支援コーディネーターとは、小学校区を単位として、生活支援の 

ニーズ把握や社会資源の把握、サービスの開発を地域住民と共におこなう人 

 

【ボランティア活動育成事業】 

（１）ボランティアセンター運営事業 

ボランティアセンター利用状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

開 館 日     E 27 25 29 29 28 27 26 27 27 26 28 30 329 330 

利用者数 413 561 520 638 391 470 457 551 480 431 427 219 5,558 5,493 

１日平均 15.3 22.4 17.9 22.0 14.0 17.4 17.6 20.4 17.8 16.6 15.3 7.3 16.9 16.6 
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①ボランティアのニーズ調整 

    ・ボランティア対応          １９４件（延べ ５５１人） 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

①相談件数     ２５０件 

   【実績】 

①相談件数     ３１４件 

         内訳   ボランティア活動希望    ４５件    

             ボランティア依頼     ２６９件 

 

②ボランティア保険 

    ・加入者数    ３，３８６人 

    ・事故対応        ２件 

   

③富士市ボランティア連絡会 

    連絡会は、加入しているボランティアグループで組織し、情報交換をはじめ、ボ

ランティアに関する研修を実施した。 

    ・毎月第１金曜日     定例会開催 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

     ①登録団体      ６０団体 

   【実績】 

①登録団体      ４２団体 （登録者数 ４４３人） 

 

④ボランティア団体への助成 

     ・ボランティア連絡会助成                ３００，０００円 

     ・災害ボランティア連絡会助成              ２００，０００円 

 

（２）車いす移送車両運行事業 

①移動支援 

    車いす使用者の通院・リハビリ等にリフト付ワゴン車で送迎を行うサービスを実   

施した。 

    ・利用件数              ２６９件 

    ・走行距離                     １２，０５９㎞ 

    ・利用登録者数                        ３６人 

    ・移送ボランティア登録者数            ５２人 

    ・延べ活動者数                   ９５３人 
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②車いす移送車両貸出 

    車いす使用者に対して、移送車両を貸出し、社会参加の促進を図った。 

    ・貸出件数                        １０８件 

 

③運転ボランティア研修会 

       車いす移送車両運行事業の説明及び交通安全講習、また、ボランティア間の 

   交流を深める目的で研修会を開催した。 

    ・開催日   ６月２９日（土）、７月６日（土） （全２回） 

           ９：００～１２：００ 

       ・内 容   中央自動車学校協力による、運転指導・誘導方法の講習 

       ・参加者   ２３人（新規参加者８人・移送ボランティア登録者１１人・ 

                           障害サービス室職員４人） 

 

（３）企業の地域貢献・社会貢献活動への協力 

        富士市内外の事業所による地域貢献・社会貢献活動の推進に対して連携及び協力

を図るため、活動に係る連絡や調整を行った。 

        ・対象企業及び事業所    １０社 
【地域福祉活動による令和元年度の主な取組目標】 

     ①支援企業         ２社 

   【実績】 

     ①支援企業        １０社 

 

（４）ふじおもちゃ図書館の運営 

    ハンディキャップのあるなしにかかわらず、おもちゃを通しての交流の場として   

開館した。 

       ・開 館 日  火・木・土曜日 １０：００～１２：００ 

                    日曜日         １０：００～１２：００ 

                   １３：００～１５：００ 

    ・協力団体  ふじおもちゃ図書館ボランティア ３８人 

       ・会   場   ふじおもちゃ図書館（富士市フィランセ東館４階） 

利用状況                                                        単位：人 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年同期 

利用者数 271 243 370 510 452 434 333 368 297 355 402 0 4,035 4,192 

※３月は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、臨時休館 
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＜貸館＞ 

ふじおもちゃ図書館閉館時に、障がい児（者）及び団体に託児や交流のスペース

として貸し館を行った。 

利用状況                                                        単位：人 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年同期 

利用者数 216 166 160 259 356 109 145 126 259 143 149 0 2,088 2,888 

※３月は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、臨時休館 

 

（５）富士市災害ボランティア連絡会 

    災害時におけるボランティア活動がスムーズに行えることを目的に、災害ボラン 

    ティア連絡会を組織し、定例会での情報交換をはじめ研修や災害ボランティア支援 

   本部開設訓練等を実施した。 

    ・加入団体           １１団体 

      富士市災害救援バイク隊『ペガサス』 

          富士市アマチュア無線非常通信協力会 

      災害ボランティアコーディネーター富士 

      静岡県市町村職員年金者連盟富士市支部 

        富士市ボランティア連絡会 

          静岡県看護協会富士地区支部 

富士ＲＢ 

富士市まとい会 

家具やしめ隊 

富士市赤十字奉仕団 

常葉大学ハルジオン 

・災害ボランティア支援本部開設訓練 

開催日  １月１８日（土） １３：００ ～ １５：３０（準備訓練） 

              １９日（日）  ７：３０ ～ １２：００ 

（ボランティア受入訓練 他） 

            場 所   富士市フィランセ、富士川ふれあいホール（情報訓練のみ） 他 

      内 容  災害時を想定したボランティア受入訓練、防災用品の展示、 

蒲原災害ＶＣ・由比災害ＶＣとの情報訓練 他 

      参加者  ２５０名（スタッフ含）  
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（６）家具固定ボランティア講座 

    新型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止。 

 

（７）音訳ボランティア養成講座 

    視覚障がい者の情報手段の拡充や自立と社会参加の支援をするための音訳に携わ

るボランティアのスキルアップを図るための講座を開催した。 

     ・開催日  １月１５日（水）、２２日（水）、２９日（水） 

          ２月 ５日（水）、１２日（水）       （全５回） 

        ・内 容  現在活動中の音訳ボランティア５グループがグループ別に日程を分

け、音訳基礎技術を再確認し、実技の向上や現状の把握、課題の解

決を目的に講座を開催した。 

        ・参加者  ２９人 

 

（８）声の広報事業 

    ボランティアグループの協力により、月２回発行される「広報ふじ」や「警察だ

より」「市議会だより」等をＣＤ及びテープに吹き込み視覚障がい者に情報提供し

た。 

    ・利用者   ２７人 

      ・協力団体    ５団体（やまびこ５日号・２０日号、すみれ、Ｃ３ＰＯ、秋桜） 

 

（９）託児ボランティア養成講座 

     託児ボランティアの基礎的なことや子どもたちとの楽しい遊び方、子どもの障が 

いや発達についての基本を学ぶ講座を開催した。  

・開催日  ９月４日（水）、１１日（水） （全２回） 

          １０：００～１２：００ 

       ・内 容  子どもとの接し方や遊び方、託児ボランティアとの交流会、 

          託児ボランティアの必要性、ボランティア活動について、 

          託児ニーズの紹介 

     ・参加者    １５人 
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（10）初級ボランティア講座 

    ボランティア活動に興味のある方、これからボランティア活動を始めようと考え

ている方、ボランティア活動を既に行っている方を対象とし、ボランティアに関す

る知識を講座で学び、また、実際に活動を行っている方からの話をとおして、ボラ

ンティア活動を始めるきっかけづくりや、更なる活動の輪を広げることを目的とし

て初級ボランティア講座を開催した。 

     ・開催日  ６月２６日（水） 

          ９：３０～１１：１５ 

     ・内 容  講演「ボランティアとは」 

           講師 特定非営利活動法人 静岡県ボランティア協会 

常務理事 鳥羽 茂 氏 

活動紹介 

家具固定ボランティア、傾聴ボランティア、移送ボランティア 

音訳ボランティア、おもちゃ図書館ボランティア、特技ボランティ

ア 

     ・参加者  ３３人 

 

（11）福祉教育の推進 

①福祉人材育成事業 

    これからの福祉事業に携わる人材の定着及び確保を目指し、広く福祉に関する啓

発を行うための福祉人材育成事業に取り組んだ。 

  ＜実行委員会＞ 

      ・内 容  本会と市内の各関係機関との連携及び協働による事業計画立案のた

めの実行委員会を設置し、実施内容の検討を行った。 

      ・開催日  ８月７日（水）、１２月１０日（火）、 （全２回） 

      ・委員数  ７人 

＜研修会＞ 

      ・開催日  １２月１０日（火） １３：３０～１６：００ 

      ・会  場  富士市フィランセ西館４階大ホール 

・内 容  講義「個人と組織がともに成長するチームづくり」  及び グルー

プワーク 

      ・講 師  社労士オフィスろーど 代表 大道和哉 氏 

       ・対象者  社会福祉施設等の職員 

       ・参加者  ３０人 
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＜ワークショップ＞ 

    ・開催日  ２月１日（土） １３：３０～１６：００ 

      ・会  場  富士駅北まちづくりセンター 

・内 容  講義「主人公を探してみよう－現場で働くみなさんが描く「理想の

福祉のあり方」とは？－ 

      ・講 師  社労士オフィスろーど 代表 大道和哉 氏 

       ・対象者  社会福祉施設等の職員 

       ・参加者  ２０人 

 

②夏休み福祉なんでも学習 

    夏休みの自由研究の課題や福祉全般についての学習のヒントとなる体験型学習会

を開催した。 

    ・開催日  ８月３日（土） ９：００～１２：００ 

   ・会 場  富士市フィランセ東館 

    ・内 容  福祉・ボランティアに関する資料提供や疑似体験 

    ・参加者  １９５人（来場者 １４７人 ボランティア ４８人） 

 

③富士市福祉教育担当者連絡会の開催 

       社協から提供できるプログラム等の紹介や、地域と学校、施設等がそれぞれに連

携し、地域が一丸となってまちづくりを進めていくため、地域共生社会における福

祉教育のあり方・視点を学ぶことを目的とし連絡会を開催した。 

    ・開催日  ７月１７日（水）１５：００～１６：３０ 

       ・内 容  講演「今求められる福祉教育とは」及び 意見交換 

    ・講 師  静岡福祉大学 福祉心理学科  准教授 渡邊英勝 氏 

    ・対象者  市内各小学校・中学校の福祉教育・ボランティア学習担当教諭等 

・参加者  １８人 

 

④福祉体験（車いす、アイマスク等）や福祉講話の実施 

       福祉教育を積極的に推進するため、学校単位・クラス単位および福祉施設におい

て、体験学習や福祉に関する講話・相談等を行った。 

        ・８校 １施設       市内小中学校・高校・養護老人ホーム等にて 
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⑤福祉体験機材の貸出 

福祉の心を育むための体験用として疑似体験機材を貸し出した。 

 車いす ｱｲﾏｽｸ ｱｲﾏｽｸ･白杖 シニア 右マヒ 点字盤 ボッチャ 触感体験 

個数 ２２９ １１５ ２１９ １３３ ４３ ２８０ ４７ １１ 

回数 ３４ ９ １５ ２０ １０ １０ ３１ ８ 

 

 

 

 

 

 

⑥福祉図書コーナーの運営   
    フィランセ東館３階市民交流フロアに福祉図書コーナーを置き、図書等の貸出を

行った。 

・図書等の貸出 

      福祉図書       １２冊   ビデオ・ＤＶＤ  ２４件 

        ＣＤ            ８件 

・貸出利用券新規発行者数 １４人 

 

【福祉相談事業】 

（１）結婚相談 

       結婚相談員による結婚に関する相談及び交際の仲立ち（引き合わせ）を行った。

また、６月～８月の期間には日中仕事で来所出来ない方のために、夕方相談を実施

した。 
    ・開所日   毎週水曜日、毎月第１・第３土曜日、第２・第４日曜日 

・相談状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

開催日数 8 7 8 9 6 8 9 9 8 7 5 8 92  92 

相談件数 440 409 330 522 346 439 430 354 316 278 319 322 4,505 5,425 

・登録者数          １，１７２人（前年１，０１６人） 

       ・引き合わせ組数         ２０１組（前年２５５組） 
    ・引き合わせ成立組数        ９５組（前年１２７組） 

・結婚成立件数           １１組（前年３組） 

      ・出会いふれあいパーティー        計２回  参加者 ５６人 

・協働事業「しあわせ Sweet出逢いパーティー」 参加者 ５３人  

内訳 学 校 ２２ 

地 区 ３３ 

施 設 １６ 

その他 １７ 
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（２）福祉相談室の運営 

    フィランセ東館１階の就労総合支援センターとリンクして、従来の福祉相談事業

と併せた総合的なサービスを市民に提供するため、相談員１名を配置。月曜日から

金曜日まで、福祉・生活に関わる初期相談に応じ、直接来所できない方のために電

話相談（６４－３２９４）を行った。さらに専門的な相談に対しては関係機関と連

携を密にしながら対応した。 

   ＜相談状況＞ 

        相談件数           ７１２件 

         ＜内訳＞  来所相談    １１６件   電話相談    ５９５件 

          その他       １件 

 

※重複回答あり 

 

【援護事業】 

（１）罹災世帯援護事業 

    火災に遭われた罹災世帯に対し見舞い金を支給した。 

    ・全焼                ６件            １８０，０００円 

    ・半焼              １件         ２０，０００円 

 

（２）緊急一時援護事業 

     低所得世帯等で、緊急に援助を要する世帯に対し、世帯の自立更生に繋がるよう

５万円を限度に援護を行った。 

    ・生活援護                  ４件            １０５，０００円 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

相談件数 75 61 59 70 53 50 61 57 50 60 52 64 712 865 

相 談 内 容 件 数 前 年 

福祉サービス等の利用相談 ８ ７ 

自立生活についての相談 ７１ ５１ 

家庭生活についての相談 ８３ ９３ 

教育に関する相談 ０ ４ 

就労に関する相談 ４７ ４０ 

医療・健康に関する相談 １７ ２４ 

虐待に関する相談 ４ ４ 

その他 ５１２ ６６９ 

合 計 ７４２ ８９２ 
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（３）児童援護事業 

     ・低所得世帯小中学校入学支度費支給         １，６７０，０００円 

     ・低所得世帯小中学校修学旅行支度費支給        ２，６０８，０００円   

     ・児童遊び場設置費助成                  １５０，０００円 

＜児童福祉団体への助成＞ 

       ・子ども会世話人連絡協議会助成                     ３００，０００円 

      ・静岡県児童福祉施設球技大会助成              ３０，０００円 

 

（４）障害者援護事業 

①福祉機器リサイクル事業 

    高齢者などの在宅生活の支援、社会参加の促進、家庭介護の軽減を図ることを目

的に、不用となった福祉機器を無償で提供していただける方と譲り受けたい方との

リサイクル情報の橋渡しを行った。 

     ・対 象  不用になった福祉機器を譲りたい方 

          お年寄りなどで福祉機器を必要とする方 

    ・費 用  無料（運搬・修理に関する費用は譲り受ける方が負担） 

    ・物 品  福祉機器・介護用品（直接身体に触れる物品は未使用のもの） 

    ・実 績  譲ります情報 ３５件  求めます情報 ３９件  成立 ３４件 

 

②車いす短期貸出事業 

     病気やケガ及び旅行等、短期間(２週間)車いすを必要とする方へ貸出を行った。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

貸出件数 24 19 19 23 27 27 29 21 31 30 17 14 281 274 

 

③障がい者福祉団体への助成 

       ・手をつなぐ育成会運営助成                    ３００，０００円 

       ・身体障害者福祉会運営助成                      ２００，０００円 

       ・視覚障害者福祉会運営助成                           ５０，０００円 

       ・聴覚障害者協会運営助成                             ５０，０００円 

       ・福祉団体スポーツレクリエーション大会助成         ３０，０００円 

 

（５）高齢者援護事業 

  ①敬老会への助成 

・敬老会助成   一人あたり１８０円    対象人数  ３０，９０４人 

                               ５，５６２，７２０円 
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②家族介護者交流事業 

     在宅において、寝たきり高齢者や認知症高齢者を介護している方々の親睦を図る

とともに、日頃の介護の疲れを癒すことを目的に開催した。 

＜介護おしゃべりカフェ＞ 
   第１回  ９月２８日（土） 

「やさしい絵手紙レッスン～心のこもった一枚を～」 参加者１７名 

   第２回 １０月１２日（土） 
※大型台風接近に伴い、中止 

   第３回 １１月 ２日（土） 
「くつろぎのコンサート～マリンバで感じる秋の音～」 参加者１９名 

   第４回  ２月 ９日（日） 
「８０歳までスキップ！身体スッキリ体験教室」 参加者２４名 

 

③高齢者福祉団体への助成 

       ・悠容クラブ連合会助成                      ２００，０００円 

       ・認知症の人と家族の会助成                      １００，０００円 

     ・在宅介護者家族の会助成                            ５０，０００円 

 

（６）交通遺児援護事業 

       ・交通遺児等育英奨学金支給                         ７８０，０００円 

    ・交通遺児等育英奨学生 進級祝            ２５，０００円 

 

【共同募金運動】 

（１）赤い羽根共同募金運動 

    この運動は、毎年多くのボランティアの方々に支えられ、令和元年度は次のとお

り募金をいただいた。これらの募金は、民間社会福祉事業の充実向上、健康で安心

して暮らせる福祉のまちづくりのための事業に活用されている。 

    ・実施期間 １０月１日 ～ １２月３１日 

    ・協力団体 町内会（区長会）、民生委員児童委員協議会、他諸団体 

区  分 目 標 額 実 績 額 

町内募金 １４，７００，０００円 １４，７１３，１００円 

篤志・法人募金 ７，２３０，０００円 ５，９３１，０００円 

街頭募金他 １，７００，０００円 １，７９５，１７２円 

合   計 ２３，６３０，０００円 ２２，４３９，２７２円 

（前年同期  ２２，３８７，６９１円） 
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（２）歳末たすけあい運動 

この運動は、赤い羽根共同募金運動の一環として行われるもので、「みんなでさ

さえあうあったかい地域づくり」をスローガンに、低所得世帯等が安心して新年を

迎えることができるよう配分を行った。 

＜配分結果＞ 

    ・低所得世帯（生活保護世帯は除く） 

      ５４８世帯     １，４２７人   ８，８０９，０００円 

       ねたきり        １６人    認知症       １０人 

       重度心身障がい児(者)  ５３人   両親のいない児童  １６人 

      ・福祉施設利用者 

          施設 ５カ所   里親 １１世帯  計 ７９人 

     ６４０，０００円 

                    合 計             ９，４４９，０００円 

＜募金結果＞ 

    ・ 会社職域関係               ６１０，９９７円 

      ・ A団 体 関 係       EA               ３８１，４７９円 

      ・ A学 校 関 係       EA                ６１，３５９円 

      ・ A個 人       EA               ４９３，０２６円 

       ・ たすけあい袋             ７，９５７，９０４円 

       合 計               ９，５０４，７６５円 

 

【生活困窮者自立相談支援事業】 

フィランセ東館１階に生活課題を抱えた市民からの相談に早期かつ包括的に応ず

るくらし・しごと相談窓口を開設。３名の相談員（社会福祉士）を配置し相談者の

抱えている問題を適切に評価・分析し、その課題を踏まえた「自立支援計画」を相

談者本人と共に作成して、相談者の生活の立て直しに向けた支援を行った。また市

役所生活支援課へ職員を派遣し、スムーズな相談援助が進むように連携しながら事

業運営を行った。事業の周知に関して、チラシを配布し市民への情報提供を行った。 

また、ユニバーサル就労支援事業の初期相談の窓口としてユニバーサル就労支援

センターへ相談を繋ぎ、併せて同センターと連携しながら相談者の就労支援を行っ

た。 
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＜相談状況＞ 

     相談件数        １，８９０件 

＜内訳＞  男性  １，２６１件   来所    ９３７件 

          女性    ６２９件   電話    ７３３件 

                                メール        １９件 

                                  訪問        １７１件 

                        同行     ３０件 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

相談者数（実人数）      70 95 125 135 119 125 108 97 109 115 82 132 1,312 841 

新規相談者数 30 43  52  58  44  39  33 36  31  45 26  51   488 339 

※重複回答あり 

 

【貸付事業】 

（１）高額療養費等資金貸付事業 

    国保加入者で高額な医療費の支払に困っている方に、高額療養費等資金の貸付を

行った。 

相 談 内 容 件 数 支 援 内 容 件  数 

病気や健康、障害のこと ５５６ 食料支援 ４４６ 

家賃やローンの支払いのこと ４９６ 住居確保給付金 １８２ 

仕事探し、就職について ８７５ 一時生活支援 ９０ 

家族との関係について ２５１ 福祉資金貸付 １６３ 

ひきこもり・不登校 ５３ 就労支援 １６０ 

住まいについて ５９５ 就労準備支援 ９６ 

税金や公共料金等の支払について ５２９ 学習支援 １ 

仕事上の不安やトラブル １６５ 生活保護 ３２３ 

子育てのこと ９４ 緊急援護費支給 １１ 

ＤＶ・虐待のこと １４ 他法紹介 ４４７ 

収入・生活費のこと １,１０６ 家計相談支援 ２５ 

債務について ２３８ 相談のみ ３９５ 

介護のこと ４４ マザーズコーナーへのつなぎ ２３ 

地域との関係について １４ ユニバーサル就労へのつなぎ ５９ 

食べるものがない ４２４ 合 計 ２,４２１ 

その他 ９２  

合 計 ５,５４６ 
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・貸付              １８２件      １３，７３７，９１５円 

        ＜内 訳＞ 

          １．高額療養費          １２４件       １２，６４３，４８３円 

          ２．重度医療費            ４７件         ６１１，３００円 

          ３．母子医療費              １１件          ４８３，１３２円 

 

（２）生活福祉資金貸付事業 

    低所得世帯の生活意欲を助長し、その自立更生を図ることを目的に県社協の審査

を経て生活福祉資金等の貸付を行った。 

    ・教育支援資金           ６件      １，１７２，０００円 

        ・福祉資金             １件          ６０７，０００円 

        ・総合支援資金生活支援費      １件         ３８４，０００円 

         合 計          ８件      ２，１６３，０００円 

    新型コロナウイルス感染症に伴い、休業や失業により減収した方を対象に生活費

の貸付を特例的に行った。 

    ・緊急小口資金特例貸付     ２１件     ３，４００，０００円 

 

（３）小口資金貸付事業 

     低所得世帯を対象に、一時的に必要な生活資金を５万円を限度に無利子にて貸付

け、世帯の自立支援を行った。     

     ・貸付                     １２件           ３４０，０００円 

    行政と連携し、新たに決定した生活保護世帯に対し生活保護費初回支給日までの

生活費等の資金を５万円を限度に無利子にて貸付、切れ目のない支援を行った。 

    ・貸付             ８２件     ２，９２２，７１８円 

 

【日常生活自立支援事業】 

住み慣れた地域で安心して暮らせるように、福祉サービス利用の援助や日常生活

に必要なお金の出し入れ、福祉サービスの利用料・公共料金などの支払いを支援し

た。専門員４名 生活支援員３８名で対応。 

        ・利用対象  認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で、自身の判断能力 

          に不安のある方 

     ・援助内容  福祉サービスに関する情報提供、利用手続きの代行 

                  日常的な金銭管理の支援、重要書類等の預かり 
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区 分 認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 合計 前年 

問合せ件数 ４４２   ３２１  ２５６ ９５３ １，９７２  

初回相談件数 ２６   １５  ６ ８ ５５ ２９ 

相談援助件数 １，４６２ ２，１５４ １，５０９ ７０３ ５，８２８ ７，２２１ 

現契約件数 １３ ２９ １５ １０ ６７ ６５ 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

     ①利用契約件数      ９０件 

   【実績】 

     ①利用契約件数      ６７件 

      内訳  認知症高齢者  １３件  知的障害者   ２９件 

          精神障害者   １５件  その他     １０件 

 

【成年後見支援センター事業】 

（１）成年後見事業 

認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でない人が成年後見

制度を的確に利用できるよう支援を行い、これらの人の権利を尊重し擁護すること

により地域で安心して暮らせるよう、成年後見制度の利用促進を図ることを目的と

して相談援助を行った。 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

①相談件数     ２３０件 

   【実績】 

①相談件数     １９７件 

＜成年後見制度講演会＞ 

・日 時   １１月 ９日（土） 

・講 師   渡辺哲雄 さん 

・演 題   「認知症になった波平さん」～契約社会と成年後見～ 

・参加者   １３１名 

＜普及啓発＞ 

項 目 内 容 活動先及び件数 

成年後見制度に関する 

広報・啓発 

各種団体主催の後見制度に関する 

勉強会、研修会での講演 

広報紙、ラジオによる取材 

介護専門員基礎研修、 

ふれあい・いきいきサロン 

他       計１０件 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年 

相談件数 5 14 21 18 26 13 21 12 14 24 9 20 197 203 
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市民後見人養成研修等講

師 

県内の各市町主催の市民後見人養

成研修等での講師 

焼津・磐田・三島・御殿場

・菊川市圏域 計５ケ所 

関係機関との意見交換会 家裁富士支部と包括との意見交換 

静岡県家事機関連絡会 

家裁富士支部 

 

（２）市民後見事業 

＜市民後見人の研鑽＞ 

市民後見人候補者３５名が日常生活自立支援事業生活支援員として活動を行いな

がら、身上保護及び財産管理の実際を通じて利用者支援に協力いただいた。 

センターはその援助を行い候補者のサポートを行った。 

＜市民後見人候補者継続研修＞ 

    第１～３回市民後見人候補者３７名が日常生活自立支援事業の生活支援員となり、

引き続き研鑚を積んで行くことになり、そのフォローアップ、モチベーション維持

のために継続研修を開催した。 

    開催日：５月・８月・１１月・２月開催（全４回） 

     内 容：金融機関から見える成年後見制度利用について 

        改正相続法 

最近の葬儀事情と成年後見人による最期の対応事例 

＜市民後見人受任調整会議＞ 

      上記名簿登録者の中から適切な者２名を推薦した。 

＜市民後見人誕生＞ 

       市内で３人目（保佐人）と４人目（後見人）の市民後見人が選任された。 

＜監督人＞ 

上記２名の市民後見人監督人として社協が選任され、合計４名の監督人となった。 

 

【法人後見事業】 

＜成年後見等審査委員会＞ 

         ３回開催 ３名の案件を協議しいずれも受任可となった。 

＜法人後見人受任＞ 

家庭裁判所、行政と協議を重ね、市民後見を見据えた法人後見を４件新たに 

   受任した。合計７件受任中（累計１３件） 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

     ①受任件数    ５件 

【実績】 

①受任件数    ４件 
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【介護サービス事業】 

（１）介護保険関連事業 

①居宅介護支援事業 

・利用者延べ人数 3,859人 

          （事業対象者…266人 要支援…978人 要介護…2,615人） 

・利用者内訳 事業対象者…266人( 6.9％)   要支援１…357人(9.3％) 

           要支援２…  621人(16.1％)  要介護１…867人(22.5％) 

           要介護２…  877人(22.7％)  要介護３…501人(13.0％) 

           要介護４…  221人( 5.7％） 要介護５…149人( 3.9％) 

・介護認定調査 152件（富士市…92件、富士市以外…32件、県外…28件） 

 

②訪問介護事業 

    ・利用者訪問延べ回数 7,454回 

          （事業対象者…269回 要支援…1,197回 要介護…5,988回） 

    ・利用者内訳 事業対象者…269回( 3.7％)   要支援１…  283回( 3.8％) 

            要支援２…  914回(12.3％)  要介護１…  701回( 9.4％) 

            要介護２…1,813回(24.3％)   要介護３…2,165回(29.0％) 

                    要介護４…  376回( 5.0％)   要介護５…  933回(12.5％) 

 

③通所介護事業（富士川デイサービスセンター） 

・開所日数     309日 

    ・利用延べ人数  12,496人 

          （事業対象者…727人 要支援…797人 要介護…10,972人） 

     ・利用者内訳 事業対象者…727人( 5.8％)   要支援１…  223人( 1.8％) 

             要支援２…  574人( 4.6％)  要介護１…4,486人(35.9％) 

            要介護２…3,438人(27.5％)   要介護３…1,930人(15.4％) 

              要介護４…  874人( 7.0％） 要介護５…  244人( 2.0％) 

 

（２）障害福祉サービス事業 

①居宅介護 

・利用者数       36人 

    ・延派遣回数         4,264回 

    ・延派遣時間数       4,986時間 05分 
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②同行援護 

    ・利用者数       25人 

    ・延派遣回数       981回 

    ・延派遣時間数    3,070時間 20分 

 

③移動支援 

     ・利用者数        8人 

     ・延派遣回数      252回 

     ・延派遣時間数     390時間 30分 

 

【障害者就労支援施設等の運営】 

（１）就労継続支援Ｂ型事業所・生活介護事業所の運営 

障害者就労支援施設・生活介護事業所を運営し、利用者に対し、生産活動や創作

的活動の機会を提供するとともに、社会生活を営む上で必要となる支援を行った。

市民ふれあいバンクでも送迎サービスを開始し、竹の子、ふじひろみ、ひめな、ふ

じばら作業所、まつぼっくり、鷹身工芸社、吉原つくし（生活介護）と合わせ、８

事業所で送迎サービスを実施している。また、職員の資質向上を目的とし、研修を

実施した。 

・利用者人数   １５９名   男性 ８４名  女性 ７５名 

  ・平均年齢    約４１歳  最高齢 ７２歳 最年少 １７歳 

  ・月平均工賃  １４，３６０円 

  ・最高事業所  ２８，４０３円 

  ・最低事業所   ８，６１６円（生活介護以外の事業所） 
 

単独型事業所（指定就労継続支援Ｂ型事業所） ＊利用者数は 3月 31日現在 

事業所名 開設年月日 利用者数 主な自主製品等 

竹の子 S63.4.1 ２０人 手作り石けん 

ビーズ製品 

ひめな H8.10.1 １６人 

      

縫製品 

苔玉 

ふれあいｼｮｯﾌﾟあゆみ H1.10.1 １０人 手作りパン 

ラスク各種 

ふじひろみ S53.6.1 １２人 ぼかし 

ぷくぷく（入浴剤） 

縫製品 



 

- 33 - 

市民ふれあいバンク S58.8.1 １８人 手作り石けん 

リサイクル品回収販売 

鷹身工芸社 S59.8.1 ２０人 トールペイント 

花の苗作り 

ぼかし 

縫製品 

ふじばら作業所 H1.4.1 １８人 ふじ山キャンドル 

ぼかし 

陶芸品 

ボタニカルキャンドル 

まつぼっくり H13.4.1 １２人 手作り洋菓子（クッキー等） 

 

多機能型事業所（指定就労継続支援Ｂ型事業所及び指定生活介護事業所） 

事業所名 開設年月日 利用者数 主な自主製品等 

吉原つくし ＜継続＞ 

S55.4.7 

＜生活介護＞ 

H23.5.10 

＜継続＞ 

２１人 

＜生活介護＞ 

１２人 

計３３人 

手染め製品 

名刺印刷 

 

しおり 

 

・就労継続支援Ｂ型事業所・生活介護事業所全体で取り組んだ主な研修 

         ６月２６日     福祉講話 ５８人 

    ９月２６日     ダウン症について ６０人 

   １０月 ９日     虐待防止・権利擁護について ３７人 

  １０月２３日・２５日 特別支援学校見学 １０人 

  １１月１４日・１５日 県知協生産活動・就労支援部会研究集会 ４１人 

      １１月２５日     感染症対策について １５人 

       １月１６日     介護保険制度について ２３人 

       ２月 ４日     図書装丁作業体験 １１人 

 

（２）生活介護事業所の移転新築 

    国・県・市の補助金を受け、生活介護・吉原つくしの広見地区への移転新築に取

り組んだ。９月に着手した工事は順調に進み、２月末に新しい施設が完成した。新

たな生活介護事業所の名称は「オリーブの丘」と決まり、４月から定員２０名での

スタートとなる。 



 

- 34 - 

（３）特定相談支援事業 

    障害者就労支援施設等の利用者や、その家族が障害福祉サービスを適切に利用す

る為のサービス等利用計画作成をはじめとした相談支援事業を実施した。 

【地域福祉活動計画による令和元年度の主な取組目標】 

①契約件数     ２２０件 

【実績】 

①契約件数     ２２８件 

     内訳  社協障害者就労支援施設・生活介護事業所利用者  １５５人 

       その他（社協居宅介護利用者・他事業所利用者）   ７３人 

 

【社会福祉センターの運営】 

富士市からの指定管理者として社会福祉センター（広見荘、田子浦荘、東部市民

プラザ、鷹岡市民プラザ）の管理を行い、高齢者をはじめ市民の健康増進や憩いの

場として提供した。また、下記事業を新規に行った。 

・送迎サービスの導入 

      社会福祉センター４館のうち、交通の便の悪い東部市民プラザにおいて障害

者就労支援事業所まつぼっくりの送迎車両を有効利用し、送迎サービスを実施

して施設の利用促進を図ることを目的に、８月より試験的に実施した。 

・ヘルストロンの入替え 

  経年劣化により老朽化しているヘルストロンを、利用者が安全に利用するこ

とができるよう新機種と入替を行った。 

利用状況 

A項 目     E 広見荘 田子浦荘 東部市民 

プラザ 

鷹岡市民 

プラザ 

合 計 前 年 

A高 齢 者     E 33,560人 34,661人 29,654人 22,906人 120,781人 132,701人 

A障がい者     E 150人 304人 616人 111人 1,181人 1,124人 

A児 童     E 452人 1人 0人 6人 459人 290人 

Aそ の 他     E 497人  91人  6,408人 11,920人 18,916人 19,373人 

A合 計     E 34,659人 35,057人 36,678人 34,943人 141,337人 153,488人 

A開 館 日 数       E 254日 254日 254日 254日 254日 281日 

A１日平均利用者数        E 136人 138人 144人 138人 556人 546人 

※２月２９日から３月末日まで、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、臨時休館 

【生きがいデイ・健康づくりデイサービス事業】 

（１）生きがいデイサービス 

在宅で閉じこもりがちな高齢者を対象に、自立生活の支援及び社会参加の促進を
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図ることを目的に生活指導・介護予防体操・レクリエーション等のサービスの提供

を行った。 

・実施場所   健康クラブ  （広見荘   毎週水・金） 

                     元気クラブ  （田子浦荘  毎週火・木） 

                      あったかクラブ（鷹岡市民プラザ  毎週木・土） 

                      うららかクラブ（富士川地域福祉センター  毎週火・水・木・金） 

      ・開所日数    健康クラブ        ９１日 

                     元気クラブ        ８５日 

                      あったかクラブ      ８８日 

                       うららかクラブ       １９３日 

・延利用者数  健康クラブ        ６５７人 

                     元気クラブ          ６９３人 

                      あったかクラブ      ７２０人 

                       うららかクラブ   １，０７２人 

※２月２９日から３月末日まで、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、臨時休業 

 

（２）健康づくりデイサービス 

要支援状態等にある高齢者を対象として、自立生活の支援及び社会参加の促進を

図ることを目的に、介護予防サービス計画または介護予防ケアマネジメントの内容

に沿って、生活指導・介護予防体操・レクリエーション等のサービスの提供を行っ

た。 

    ・実施場所    健康クラブ  （広見荘  毎週水・金） 

                      元気クラブ  （田子浦荘 毎週火・木） 

                       あったかクラブ（鷹岡市民プラザ 毎週木・土） 

                       うららかクラブ（富士川地域福祉センター 毎週火・水・木・金） 

      ・開所日数    健康クラブ       ９１日 

                      元気クラブ       ８５日 

                       あったかクラブ      ８８日 

                       うららかクラブ       １９３日 

・延利用者数        健康クラブ       ９１人 

                     元気クラブ          ９８人 

                      あったかクラブ       ８人 

                       うららかクラブ   １，１５６人 

※２月２９日から３月末日まで、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、臨時休業 
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【その他の事業】 

（１）社協災害対策事業 

①社協災害対策本部開設訓練 

非常時対応に備えて、「災害ボランティア支援本部開設訓練」と並行して、社協

災害対策本部の開設訓練を行った。また、関係機関と共に連携し、一日も早い市民

生活の復旧と、そのために必要な支援とサービスが提供できる社協の体制づくりを

進めた。 

    ・実 施 日   １月１８日（土）、１９日（日） 

    ・参加職員    社協事務局、介護・障害サービス事業所、 

    ・内   容   職員安否確認(安否確認メールシステムによる確認)、 

            ＢＣＰを用いた初動対応確認、 

フィランセ内、出先事業所の被害状況確認 

 

②ＢＣＰ（事業継続計画）の策定 

    大規模災害が発生した際に、事業の速やかな再開・継続が行えるよう、事業継続

計画を策定した。併せて、計画策定の為のワークショップを開催した。 

    ・開催日  ７月５日（金）、２月６日（木） 

    ・内 容  各出先事業所のＢＣＰについて、グループワークを通して現場職員

の意見を反映させながら、検討・作成・修正を行った。 

 

（２）被災地支援に伴う職員派遣 

  ①千葉県富津市被災地支援 

    ９月の台風１５号等により、大きな被害を受けた千葉県内の被災地支援活動とし

て、静岡県社協から県内市町社協を対象にした派遣要請を受け、本会からは職員２

名を派遣し、災害ボランティアセンターの運営を支援した。 

    ・派遣期間  １０月 ５日～ ９日  

１０月１４日～１８日 

 

②長野県長野市被災地支援 

    １０月の台風１９号により、大きな被害を受けた長野県内の被災地支援活動とし

て、静岡県社協から県内市町社協を対象にした派遣要請を受け、本会からは職員３

名を派遣し、緊急小口資金特例貸付業務及び災害ボランティアセンターの運営を支

援した。 

    ・派遣期間  １１月１８日～２２日   緊急小口資金特例貸付業務支援 

１１月３０日～１２月４日 災害ボランティアセンター運営支援 
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１２月 ８日～１２日   災害ボランティアセンター運営支援 

 

（３）実習受入 

社会福祉向上と福祉教育の一環として、学生等を対象に福祉実習の受入を行った。 

    ・実習受入数        ４３人 

     （内訳）社会福祉士相談援助実習       ２人 

        看護師実習         ４０人 
保育士実習          １人 

 

（４）視察受入 

当会の実施している諸事業について、概要説明や施設見学を行った。 

  ・視察等受入    １件 
      ６月１４日（金） 浜松市浜北区浜北第一地区民生委員児童委員 

「富士市社協の地域福祉事業と民生委員児童委員の 

関わりについて」 

    ・市公共施設見学受入   ５件 

 

（５）富士市介護保険事業者連絡協議会の支援 

介護保険事業者が相互の連携と、サービスの総合的な質の向上を行うことを目的  

に各種研修会を実施し、その事務局役割を担っている。 

 

（６）人事評価制度の実施 

    すべての職員が業績評価及び能力評価シートを作成し、上司との面談をとおして

適正な目標を設定し、モチベーションを高め、組織の活性化及び市民福祉の向上を

目指した。 

 

（７）法人設立５０周年記念事業の開催準備 

    ２０２０年度に法人設立５０周年を迎えるに当たり、記念式典の開催及び記念誌

の発行等、記念事業の企画を行うため、前年度に引き続き実行委員会を開催し、準

備を進めた。また各種広報関係印刷物、文書等に記載する「５０周年記念シンボル

マーク」を一般募集、「福祉の標語」を市内の小中学生を対象に募集し、マークは

合計１０作品、福祉の標語は４１８人から６７０作品の応募があり、それぞれ最優

秀賞１名、優秀賞３名が選ばれた。（採用作品は本報告書の表紙に記載） 

    ・実行委員会  ４回開催 

    ・編集委員会  ６回開催 
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【社協会費・寄附金の募集】 

（１）社協会費 

６月を社協会員募集月間に定め、各世帯よりいただく普通会費、篤志家よりいた

だく特別会費、福祉団体及び福祉施設・福祉事業所から団体施設会費として、ご協

力をいただいた。 

    ・協力団体（敬称略） 町内会（区長会）、民生委員児童委員協議会、他諸団体 

    ・実施状況 

区 分 金 額 実績額 

普通会費 各世帯    ３００円 ２３，７６０，８００円 

特別会費 個人・企業・法人 

     １０００円以上 

６，１２３，０００円 

団体施設会費 福祉施設・団体 

     １０００円以上 

３４０，０００円 

合 計  ３０，２２３，８００円 

（前年同期 ３０，４５２，６００円） 



（２）寄附金　
　　　　社会福祉協議会への寄附者は、下記のとおりです。　　

　１．一般寄附

月 氏　名 金　額 月 氏　名 金　額

4 「富士の型染」グループ 73,350 8 匿名 3,000

鈴木政義 10,000 鈴木政義 10,000

宗清倶楽部杯チャリティーゴ
ルフ

12,800
静岡県富士見中学校・高等学
校 生徒会・PTA

50,000

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

5 鈴木政義 10,000 9 吉原聖母幼稚園 20,000

匿名 1,550 富士市建設業組合 100,000

高木満寿美 30,000 匿名 9,000

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000 鈴木政義 10,000

匿名 40,000 菊池光男 300,000

大石音楽事務所　信友会　大
石のぶよし

50,000 中山芳則 300,000

6 鈴木政義 10,000
高木満寿美シャンソン教室門
下生モンレーヴ

32,378

匿名 5,000 妙祥寺　住職　遠藤文祥 15,000

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

7 妙祥寺　住職　遠藤文祥 15,000 10 川口晴美 10,000

フォークダンスおのわ　代表
小野国江

118,000 鈴木政義 10,000

西原文子 30,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

鈴木政義 10,000 富士市立田子浦中学校ＰＴＡ 14,000

本市場中学PTA 5,000
中央静岡ヤクルト販売株式会
社

100,377

本市場子供会 5,000 田子浦親交会 100,377

匿名 2,880 11 浮良富邏会 30,000

富士見高校　清みず会 22,782 鈴木政義 10,000

匿名 54,156 偕楽窯会 10,000

匿名 300 須津地区まちづくり協議会 44,500

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000 富士市立高等学校　生徒会 120,000

　（敬称略・単位　円）
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月 氏　名 金　額 月 氏　名 金　額

11 富士マンドリンクラブ 40,600 青葉台地区まちづくり協議会 5,000

興亜工業株式会社　代表取締
役社長　藏元正隆

100,000
東京六大学　富士山カレッジ
カップ

51,000

マックスバリュ東海株式会社
富士八幡町店

35,000
学校法人旭学園富士調理技術
専門学校

41,765

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000 明石武彦 20,366

12
ジヤトコ株式会社ユニット技
術部

12,014 株式会社 夢グループ 8,170

株式会社コーチョー　代表取
締役　渡邉直

30,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

匿名 80,000 ＮＰＯ法人楽しいことやら座 30,000

匿名 1,000,000 2 鈴木政義 10,000

諏訪部弘 24,000 匿名 4,428

匿名 10,000 匿名 6,000

鈴木政義 10,000 匿名 2,560

一色友和会 20,000 岩松北小学校５年４組一同 3,000

匿名 50,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

ユニー株式会社小さな善意で
大きな愛の輪アピタ富士吉原
店店長社本重幸

66,598 3 一般社団法人岳南法人会 427,000

匿名 161,078
ジヤトコ株式会社CVT工場 工
場長 鈴木優

70,000

ＡＤＥＫＡ労働組合 60,000 鈴木政義 10,000

稲葉芳典 300,000 匿名 500,000

株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000 蓮心寺　青山泰謙 36,616

1 匿名 100,000
株式会社ユーライフ　代表取
締役　石川雅博

10,000

鈴木政義 10,000

宗清倶楽部杯チャリティーゴ
ルフ

12,400 90 件

匿名 20,000 5,302,045 円

ふじのふもとのこどもたちカ
レンダー製作実行委員会

10,000
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　２．社協各事業所への指定寄附

月 氏　名 金　額 月 氏　名 金　額

5 まる二　殿岡正美 9,830 2 富士市福祉事業協力会 1,000,000

富士吉原ライオンズクラブ 50,000 まる二　殿岡正美 5,000

6
大石音楽事務所　信友会　大
石のぶよし

37,983 富士吉原ライオンズクラブ 136,500

富士駅南地区福祉推進会 32,295 富士岳南ライオンズクラブ 102,000

8 まる二　殿岡正美 5,670
富士タカオカライオンズクラ
ブ

82,500

9 渡辺勝宣 20,000 富士中央ライオンズクラブ 78,000

10 吉永地区婦人会OG 10,000
富士マウントライオンズクラ
ブ

72,000

11
元吉原地区町内会連合会　元
吉原地区女性の会

43,370 3
大丸松坂屋百貨店労働組合静
岡支部

69,834

興亜工業株式会社　代表取締
役社長　藏元正隆

100,000

12 市民福祉まつり実行委員会 146,340 19 件

1 富士岳南ライオンズクラブ 100,000 2,101,322 円

　３．交通遺児指定寄附

月 氏　名 金　額 月 氏　名 金　額

6
富士地区貨物運送事業協同組
合理事長　吉野正則

300,000 6
一般社団法人静岡県トラック
協会東部地区支部富士分室
分室長　吉野正則

37,400

2 件

337,400 円

　（敬称略・単位　円）

　（敬称略・単位　円）
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